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2Wa-10 室内装備的要因とその色彩の構成する配色が室内雰囲気に及ぼす影響

　　　　　　　　奈良女大家政　○竹原広実　久保陣子　磯田憲夫　梁瀬度子

　本研究は居間におけるソファ、カーテン、クッションといった装備的要因を

取り上げて、それらがどのように居間の雰囲気に影響を及ぼしているかを実験

的に検討を行っている。今回は特に装備的要因の配色に着目して、従来より色

彩学で調和する、または調和しないといわれている２色配色の色彩を装備的要

因に施すことにより、色彩学における色彩調和が室内空間においても対応する

か、また、心理的に快適な室内配色はどのようなものかの検討を行った。実験

方法は、まず実際の居間の写真をスキャナーでパソコンに取り込み、それに画

像処理を施して評価対象204種を作成した。そしてCRT画面に映った対象を直接

被験者に呈示し、予備実験を行って選出した20の形容詞対について評価させた。

その心理量は７段階ＳＤ法を用いて得た。評価対象の変化要因となる２色配色

のパターンは、同一色相、類似色相、対照色相と同一トーン、中差トーン、対

照トーンを組み合わせて検討を行った。その結果、因子分析より価値、活動性、

あざやかさ、暖かさの４因子が析出された。また、数量化分析より、価値因子

には配色のパターンが、活動性因子にはソファの明度が、あざやかさ因子には

ソファの彩度が、暖かさ因子にはソファの色相が影響を及ぼしていることが明

らかとなっており、居間におけるソファの影響が大きいことが明らかとなった。

2 Wa－11 講義室の光環境に對する在室者の主観的評價

　　圓光大　○郭敬淑，漢陽大　中京珠
目的:講義室の光環境に對する在室者(大學生)の反感を把握し，これを通じて望ましい講義

室の光環境の條件を提示しようとした．

　本研究は講義室の物理的な照度の測定と共にsumによる主観的を在室者の光環境に對す

る反感の測定を謙たが本報告では主観的な在室者の反感の測定に限定して報告する．

方法:講義室での光mmの在室者への影響要素を黒板，冊床面，窓，講義室全謄の4つの領
域に分けてこれの評價に閲する38項目の質問紙を作成し, SD法による７点Likert尺度での評

價によった. 銀筋コンクリド建物の4層に位置した中央廊下形の南と北の講義室で42名の大

學生を被験者に６月とｎ月に各各2回ずつ光環境に對する質問紙に評價をさせた．その結果

は南側と北側に匯分し，また窓側と内側に分けてSPSS pr)gramを利用してtiroffle分析とＴ

槍鐙を行なった．

結果l ①講義室光環境の評價は夏と冬が共に南と北の講義室において南方とも肯定的であ
った．特に南側の講義室がもっと肯定的であった.

　②南･北講義室の雨グループ間の光環境に對する主観的な差は夏より冬の方がもっと大き

がった．また夏よりも冬の南側の講義室で被験者がまぶしいといい，北側の講義室ではくら
いといった．したかって冬は南側の講義室にはブラインドを，北側の講義室には人工照明の

併用が進められた.

　③講義室の物理的な光の量は在室者の光環境に對する主観的な反感に影響を及ぼすこと
が確認された．特に講義室の明度感, 滞足度，均斉度に影響することがわかった．
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